
ト
シ
テ
應
急
ノ
慮
置
ヲ
取
リ
器
具
、
機
械
、
標
本
等
ヲ
購
入
セ
リ

額
ハ
金
賦
万
参
千
戴
百
賦
拾
七
円
拾
四
銭
四
厘
ナ
リ
標
本
ノ
内
外
國
へ
注

文
セ
ッ
分
ニ
シ
テ
未
到
着
ノ
モ
ノ
ア
リ
シ
為
メ
ト
改
築
二
伴
フ
設
備
ニ
シ
テ

改
築
工
事
豫
定
ノ
通
リ
進
捗
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
設
備
ヲ
見
合
セ
タ
ル
モ
ノ
等
ア

リ
シ
為
メ
金
壼
千
参
百
五
拾
煎
円
八
拾
五
銭
六
厘
ハ
明
治
二
十
二
年
二
月
法

律
第
四
琥
會
計
法
第
二
十
二
条
二
捩
リ
翌
年
度
へ
繰
越
セ
リ

一
、
本
校
校
舎
改
築
二
伴
フ
講
堂
ノ
設
備
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
毎
年
度
之
レ
ヵ
費

用
ヲ
要
求
セ
シ
モ

許
可
ナ
ク
漸
ク
四
十
三
年
度
二
於
テ
圏
書
標
本
閲
覧
室

ノ
設
備
卜
合
セ
金
賦
千
円
交
付
ア
リ
シ
ノ
ミ
斯
ク
少
額
ノ
経
費
ニ
テ
ハ

十
分
ノ
設
備
ヲ
為
ス
コ
ト
能
ハ
ス
漸
ク
其
幾
分
ノ
設
備
ヲ
為
シ
得
ル
ニ
過

キ
ス
然
ル
ニ
四
十
――一
年
度
二
於
テ
ハ
改
築
工
事
豫
定
ノ
通
リ
進
捗
セ
サ

ル
ト
其
他
ノ
事
由
ニ
ョ
リ
支
出
シ
能
ハ
サ
ル
ニ
ョ
リ
金
壼
千
五
百
円
ヲ
本

年
度
二
繰
越
シ
本
年
度
二
於
テ
全
部
支
彿
ヲ
為
セ
リ

一
、
本
校
二
於
テ
将
来
豫
算
ノ
増
額
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
、
内
緊
要
卜
認
ム
ヘ
キ
分

ハ
甲
款
ノ
職
員
及
将
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件
、
ノ
項
二
於
テ
説
述
七

ル
ニ
ョ
リ
本
項
ニ
ハ
之
レ
略
ス

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋

巻

号

年

月

日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
九

ー

四
。

M
•
四
四

・

ニ
・

ニ
八
〕

其
支
出

嗚
呼
本
校
の
災
厄

萬
籟
磐
な
く
し
て
天
地
眠
り
、
寒
星
獨
り
陰
森
と
し
て
大
塊
を
監
視
す
る
か
と

怪
ま
る
4
、
明
治
四
十
四
年
一
月
二
十
五
日
の
午
前
零
時
を
少
し
過
ぐ
る
頃
、

不
幸
に
し
て
本
校
本
館
の
玄
開
附
近
よ
り
火
を
失
し
、
猛
火
は
炎
々
と
し
て
勢

を
退
う
し
、
東
北
の
風
さ
へ
加
は
り
た
る
に
、
折
悪
く
も
消
火
栓
に
は
給
水
少

か
り
し
か
ば
、
蒸
渫
卿
筒
も
施
す
に
術
な
く
、
遂
に
本
館
、
新
館
、
並
に
岡
聾

師
範
科
、
元
文
庫
等
の
敷
棟
は
猛
火
の
毒
舌
に
誤
め
證
さ
れ
、
午
前
四
時
頃
に

至
り
て
漸
く
鎮
火
し
た
り
。
今
少
し
く
火
災
に
開
す
る
こ
と
を
左
に
記
し
て
校

友
諸
氏
に
報
す
る
こ
と
4
な
さ
ん
と
す
。
し
か
は
あ
れ
、
明
治
二
十
二
年
開
設

以
来
の
我
校
舎
の
一
朝
に
し
て
灰
と
な
り
た
る
こ
と
を
記
す
の
已
む
を
得
ざ
る

に
至
る
、
思
ふ
て
妓
に
及
べ
ば
轄
々
筆
端
の
澁
滞
拘
束
せ
ら
る
4
を
覺
ゆ
る
な

り△
出
火
の
裳
時

営
校
常
宿
直
の
利
田
〔
禎
之
進
〕
嘱
託
が
本
校
の
失
火
な
る

事
を
知
り
た
る
と
き
は
、
既
に
玄
闊
よ
り
は
炎
姻
を
噴
き
出
し
て
入
る
こ
と
能

は
す
、
已
む
を
得
ず
、
裏
に
廻
り
た
る
が
、
廊
下
よ
り
は
防
火
壁
（
雨
開
き
の

戸
に
鐵
板
を
張
れ
り
）
の
堅
く
鎖
さ
れ
た
る
た
め
に
入
る
を
得
ず
、
窓
も
ま
た

同
じ
く
堅
牢
な
る
楷
造
に
し
て
、
外
部
よ
り
は
手
の
付
け
様
も
な
く
、
其
内
に

火
勢
は
ま
す
／
＼
猛
烈
と
な
り
た
り
け
れ
ば
、
夫
れ
／
＼
應
急
の
慮
置
を
な
し

た
る
が
、
遂
に
消
防
に
は
力
及
ば
ず
し
て
斯
か
る
大
事
に
至
り
た
る
な
り
。

△
水
利
鋏
く
本
館
新
館
共
に
教
育
悔
物
館
と
し
て
建
て
た
る
も
の
な
れ
ば
、

〔
の
み
〕

廊
下
は
中
央
に
通
じ
た
る
も
の
み
に
て
、
各
室
は
各
鍵
を
掛
け
て
閉
鎖
し
あ

り
、
外
部
の
描
造
は
前
述
の
如
く
な
る
を
以
て
、
失
火
の
場
合
に
あ
り
て
は
消

防
の
不
利
な
る
は
言
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
、
報
知
に
よ
り
て
騒
け
付
け
た
る
蒸
深

卿
筒
の
来
り
し
頃
は
、
既
に
本
館
の
全
部
は
炎
々
た
る
火
焔
に
包
ま
れ
、
今
や

廊
下
を
通
ぜ
る
後
部
の
新
館
に
移
ら
ん
と
す
る
際
な
り
し
か
ば
、
蒸
涙
卿
簡
も

此
慮
に
て
防
ぎ
留
め
ん
と
て
消
防
に
盤
力
し
た
り
し
が
、
折
悪
く
も
水
道
の
消

火
栓
に
些
少
の
水
あ
り
し
の
み
に
て
、
斯
か
る
大
建
築
の
火
災
に
用
立
つ
べ
く

も
あ
ら
ざ
り
し
か
ば
、
本
郷
給
水
所
並
に
淀
橋
給
水
所
等
に
急
を
報
じ
て
供
給
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に
も
上
る
べ
し
と
い
ふ
。

に
記
さ
れ
居
る
も
の
な
れ
ば
、
目
下
の
評
債
に
て
は
そ
の
敷
倍

百
餘
薗
な
れ
ど
も
、
こ
は
菩
き
時
の
債
格
に
し
て
本
校
財
産
簿

以
上
の
如
く
に
し
て
、
登
録
せ
る
之
が
債
格
は
金
一
＝
萬
九
千
四

合
計

六
三
一

、
九
〇

廊
下
建
坪

―
一
九
、
五
〇

雑
建
物

（
木
造
）

棟

同

九
、
0
0

倉
距

同

同

―二
、
O
O

数
官
室

（同）
（煉）

（
木
骨
錬
瓦
）

同

同

―二
、
0
0

同

（
木
工
室）

彫
刻
科
研
究
室

（同）

同

同

（同）

同

同

同
（
金
工
室
）

（同）

同

平

家

本校火災の状況（『東京美術学校校友会月報』

第 9巻第 4号より転載）

師

範

科

（同）

同

同

彫
刻
数
室
及
銃
器
室

（同）

同

同

新

館

（同）

同

同

一
三
六
、
五
三

三
六
、
0
0

四
五
、

0
0

一五
、
0
0

一七
、
五
〇

―二
、
0
0

が
大
要
を
記
せ
ば
、
日
本
盟
科
に
あ
り
て
は
高
野
山
國
賽
恵
心
僧
都
筆
廿
五
菩

本

館

（
木
造
）

笠
棟

二
階
建

二
―
七
、
三
七

△
標
本
の
焼
失

標
本
の
内
に
在
り
て
燒
失
し
た
る
も
の
も
亦
少
か
ら
ず
、
之

と
思
は
れ
た
り
。
其
燒
失
の
建
物
左
の
如
し
。

べ
き
術
な
く
、
殊
に
水
利
の
鋏
け
た
る
は
斯
く
の
如
き
大
火
と
な
り
し
一
原
因

を
仰
ぐ
始
末
な
り
し
か
ば
、
遂
に
急
逮
の
間
に
合
は
ず
、
火
勢
の
荒
る
4

に
抵

抗
す
る
能
は
ず
し
て
、
本
館
、
新
館
其
他
敷
棟
を
烏
有
に
蹄
せ
し
め
た
る
は
誠

に
歎
ず
べ
き
な
り
。

△
燒
失
の
建
物

失
火
は
上
野
公
園
の
奥
な
り
と
認
め
て
、
第
一
に
謳
け
付
け

た
る
竹
内
〔
久
一
〕
教
授
を
始
め
、
急
報
に
接
し
て
翡
け
付
け
し
正
木
〔
直

彦
〕
校
長
其
他
の
職
員
諸
氏
も
、
火
勢
の
猛
烈
と
建
築
の
堅
牢
な
る
と
に
施
す

△
御
慎
影
の
安
全
御
員
影
は
會
計
掛
の
金
庫
に
奉
安
し
あ
り
し
が
、
斯
か
る

猛
火
の
裡
に
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
正
木
校
長
始
め
職
員
一
同
大
に
憂
慮
し
、
そ

の
無
事
を
祈
り
つ

4

、
員
先
に
此
附
近
の
消
火
に
力
を
盛
し
た
る
が
、
金
庫
の

前
面
は
燒
け
爛
れ
た
る
慮
あ
り
て
開
く
を
得
ざ
り
し
か
ば
、
其
製
造
所
な
る
國

末
金
庫
店
よ
り
三
人
を
派
出
せ
し
め
て
、
午
前
八
時
頃
よ
り
開
扉
に
著
手
し
、

午
後
一
時
半
頃
に
至
り
、
漸
く
無
事
な
る
こ
と
を
確
め
得
た
る
を
以
て
、
正
木

校
長
は
直
に
捧
持
し
て
文
庫
の
槻
上
に
移
し
奉
り
、
職
員
一
同
妓
に
愁
眉
を
開

き
た
る
は
、
不
幸
中
に
在
り
て
洵
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
な
り
き
。
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察
す
べ
き
な
り
。

△
火
災
後
の
授
業

課
し
、
彫
刻
科
に
は
動
物
園
等
に
就
て
｛島
生
を
な
さ
し
め
、
師
範
科
は
會
議
室

に
て
授
業
せ
る
等
臨
機
の
慮
置
を
な
し
て
、
兎
も
角
も
授
業
を
織
績
し
、
此
問

に
あ
り
て
整
理
を
な
し
、
早
き
は
一
月
末
遅
き
は
二
月
に
入
り
て
よ
り
、
新
槃

校
舎
の
一
部
を
割
き
、
又
は
道
場
を
敦
場
に
充
て
、
若
く
は
新
策
中
の
校
舎
の

一
部
に
於
て
授
業
す
る
こ
と
4

な
れ
り
。

△
文
庫
と
新
築
校
舎
文
庫
及
新
築
の
園
案
金
工
等
の
校
舎
は
幸
に
災
厄
を
免

れ
た
る
を
以
て
、
員
蹟
等
の
貴
重
品
は
損
害
を
蒙
ら
ず
、
叉
新
築
校
舎
の
あ
り

た
る
た
め
、
数
室
事
務
室
等
を
設
く
る
に
便
利
を
得
た
る
は
不
幸
中
の
幸
と
い

火
災
後
は
差
向
き
日
本
盟
科
西
洋
聾
科
に
は
郊
外
窟
生
を

類
に
し
て
跡
方
も
な
く
な
り
た
る
は
、
洵
に
惜
む
べ
く
、
其
復
藷
の
困
難
な
る

建

物

材
料
等

器

械

器

具
標

本

闘

書

諄
左
の
如
し
。

△
燒
失
せ
し
本
館

本
館
は
明
治
十
年
数
育
博
物
館
と
し
て
工
部
省
の
手
に
成

金
三
百
廿
六
圃

金
一
萬
三
千
二
百
五
十
九
闘
餘

金
一
萬
五
千
八
百
四
十
六
園
餘

金
百
六
十
三
回
餘

金
二
千
七
百
九
十
四
回
餘

金
三
萬
九
千
四
百
十
三
闘
餘

之
を
類
別
し
た
る
所
を
聞
く
に
穂
高
金
七
萬
一
千
八
百
餘
園
に
し
て
、
そ
の
内

罹
災
の
損
害
は
大
暑
前
に
も
記
し
た
る
如
く
な
る
が
、
今

る
が
如
し
。

以
て
、
掛
員
諸
氏
は
日
夜
そ
の
復
菩
に
努
め
つ

4
あ
り
。
本
校
開
始
以
来
の
書

に
、
顎
火
の
場
所
は
兎
に
角
玄
開
廊
下
よ
り
南
側
な
る
は
疑
ふ
べ
き
に
あ
ら
ざ

計一＿
一掛
の
書
類
は
、
金
庫
外
の
も
の
は
取
り
出
す
暇
な
く
、
大
半
燒
失
せ
る
を

△
燒
失
の
損
害
高

の
窓
よ
り
最
も
早
く
烙
を
噴
き
出
し
た
る
を
見
た
り
と
い
へ
る
よ
り
推
察
す
る

△
書
類
の
燒
儘

痰
火
の
場
所
は
如
上
玄
閥
附
近
な
り
し
か
ば
、
庶
務
赦
務
會

を
失
ひ
た
る
は
、
惜
む
べ
き
こ
と
な
り
。

薩
来
迎
圏
の
模
寓
三
幅
と
な
り
居
る
中
の
一
幅
、
大
徳
寺
園
賓
五
百
羅
漢
の
模

寓
四
巻
を
始
め
と
し
て
、
玉
章
翁
筆
樹
木
窓
生
大
巻
物
、

一
遍
上
人
箱
巻
模
窟

三
巻
、
仇
英
筆
集
美
人
模
窟

一
巻
、
同
梨
下
夜
宴
圏
模
為
一
幅
、
伴
大
納
言
箱

巻
模
窓
三
巻
の
中
一
巻
並
に
其
他
の
模
窮
標
本
等
。
西
洋
聾
科
―
二
年
赦
室
及

彫
刻
科
塑
造
部
に
て
使
用
せ
る
西
洋
よ
り
取
寄
せ
あ
り
し
石
行
標
本
は
殆
ん
ど

全
郡
灰
燒
と
化
し
、
彫
刻
科
の
木
彫
部
牙
彫
部
に
て
は
諸
数
授
の
製
作
に
成
れ

ひ
、
叉
嘗
直
校
丁
閥
源
太
郎
は
午
後
十
一
時
よ
り
構
内
を
巡
視
し
て
異
状
を
認

め
ざ
り
し
と
の
こ
と
に
て
、
稜
火
の
原
因
は
詳
か
な
ら
ず
、
火
鉢
の
残
火
な
る

べ
し
と
推
測
す
る
も
の
あ
り
、
怪
火
な
ら
ず
や
と
拙
摩
す
る
も
の
あ
り
、
場
所

も
ま
た
明
か
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
弱
田
営
直
が
駆
付
け
た
る
と
き
、
戸
の
隙
間
よ

り
玄
閥
の
左
方
の
最
も
赤
き
を
認
め
、
門
前
交
番
所
の
巡
査
も
ま
た
玄
開
南
脇

範
科
に
て
も
、
木
工
金
工
の
道
具
類
を
運
び
出
し
た
る
外
、
参
考
品
の
大
郡
分

る
標
本
其
他
悉
く
烏
有
に
蹄
し
、
私
有
の
参
考
品
も
不
捗
燒
失
せ
り
。
圏
盪
師

場
所
に
持
運
び
、
営
直
巡
視
其
跡
を
検
し
た
る
は
例
日
の
如
く
な
り
し
と
い

△
装
火
の
場
所
と
原
因
嘗
日
庶
務
赦
務
會
計
掛
の
職
員
は
午
後
四
時
過
ぐ
る

頃
各
退
出
し
た
る
を
以
て
、
営
番
小
使
黒
田
友
太
郎
、
白
架
岩
次
郎
の
雨
名
は

掃
除
を
撥
裳
し
、
小
使
水
野
三
津
次
は
火
鉢
の
火
を
取
り
去
り
て
之
を
既
定
の

ふ
べ
し
。
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い
ふ
。

や
計
り
難
き
を
以
て
、
是
等
の
人
々
の
住
所
等
は
、
朋
友
諸
氏
よ
り
は
其
知
り

る
、
殴
學
博
士
濱
野
太
吉
氏
に
、
本
校
校
醤
を
啜
託
せ
ら
れ
た
り
。

長
愛
之
氏
は
四
月

l

日
付
を
以
て
願
に
よ
り
各
解
雇
せ
ら
れ
た
り
。

り
し
建
築
と
他
へ
ら
れ
、
用
材
は
檜
に
し
て
而
も
建
築
法
の
堅
牢
親
切
な
る

は
、
建
築
家
も
喫
賞
す
る
所
の
も
の
な
り
し
か
ば
‘

―
ニ
ヶ
月
の
後
に
は
、
目

下
新
築
中
の
校
舎
に
引
移
り
次
第
之
を
取
毀
ち
て
、
其
建
築
の
法
を
更
め
、
新

校
舎
の
前
面
に
之
を
引
移
す
の
計
霊
な
り
し
が
、
僅
な
る
時
日
の
差
に
て
此
由

緒
あ
る
建
物
を
失
ふ
に
至
り
た
る
は
惜
む
べ
き
こ
と
な
り
。
因
に
い
ふ
今
回
餘

儘
中
よ
り
本
館
の
屋
根
瓦
と
党
し
き
も
の
を
拾
得
せ
し
が
、
之
れ
に
は
「
明
治

九
年
東
京
博
物
館
」
の
文
字
が
策
書
に
て
二
行
に
鍋
り
出
だ
さ
れ
あ
る
を
見

る。

△
災
後
餘
聞

本
の
債
格
取
調
を
本
校
に
命
ぜ
ら
れ
、
本
校
亦
夜
を
徹
し
て
之
を
調
査
し
、
そ

0
本
校
一
覧
配
付
の
困
難

へ
そ
れ
人
＼
配
付
の
手
順
中
な
る
が
、
卒
業
生
宿
所
名
簿
も
燒
失
し
た
る
た

得
る
限
り
を
、
本
人
よ
り
も
又
之
を
本
校
に
申
出
で
ら
ん
こ
と
を
笙
み
居
る
と

0
本
校
の
生
徒
券
集
今
回
募
集
せ
ら
る
べ
き
は
、
豫
科
凡
百
人
（
日
本
聾
二

十
人
、
西
洋
聾
二
十
五
人
、
彫
刻
十
八
人
、
圏
案
十
人
、
金
工
十
人
、
錨
造
十

人
、
漆
工
七
人
の
割
）
師
範
科
二
十
人
に
し
て
、
入
學
手
績
の
詳
細
は
豫
科
の

分
は
本
年
一
月
十
九
日
の
官
報
廣
告
に
、
師
範
科
の
分
は
昨
年
十
二
月
八
日
の

官
報
廣
告
に
載
せ
た
り
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
九
ー
五

。

M
•
四
四
・

三
・

三
一
〕

洋
霊
研
究
の
た
め
、
満
三
ヶ
年
間
佛
図
伊
図
獨
國
へ
留
學
を
命
ぜ
ら
れ
た
る

0
大
澤
〔
三
之
助
〕
島
田
〔
佳
突
〕
雨
赦
授
の
出
張

四
日
よ
り
一
週
間
を
以
て
佐
賀
縣
へ

、
島
田
数
授
は
同
月
二
十
三
日
よ
り
＝
一
週

間
を
以
て
鹿
兒
島
縣
へ
出
張
せ
ら
る
。

0
海
野
教
授
の
復
職

職
海
野
（
美
盛
）
教
授
は
、
去
る
三
月
三
日
無
事
蹄
朝
せ
ら
れ
、
同
月
二
十
七

日
復
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

び
て
、
昨
年
三
月
末
休
職
後
渡
英
せ
ら
れ
た
り
し
が
、
去
る
三
月
二
十
三
日
無

事
蹄
朝
せ
ら
れ
た
り
。

0
谷
、
長
雨
氏
の
解
雇

0
校
瞥
の
嘘
託

去
る
三
月
三
十
一
日
付
を
以
て
上
野
櫻
木
町
濱
野
病
院
長
た

本
校
助
手
た
り
し
谷
齊
一
氏
は
三
月
三
十
日
付
、
同

0
久
米
〔
桂

一
郎
〕
教
授
の
蹄
朝

員
は
手
を
盤
し
て
取
調
べ
居
れ
ど
も
、
多
敷
の
人
な
れ
ば
悉
く
分
明
す
る
や
否

は
住
所
不
明
と
な
り
た
る
も
の
も
あ
り
て
、
従
て
之
を
送
付
す
る
能
は
ず
、
掛

め
、
目
下
の
奉
職
者
に
は
大
抵
送
付
す
る
こ
と
を
得
れ
ど
も
、
自
営
者
の
中
に

日
英
博
覧
會
の
た
め
昨
年
三
月
末
に
渡
英
せ
ら
れ
し
休

同
教
授
も
ま
た
日
英
博
覧
會
の
用
務
を
帯

本
年
の
一
覧
は
既
に
刷
成
演
に
て
、
卒
業
生
諸
氏

て
本
期
議
會
に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
せ
り
と
い
ふ
。

大
澤
教
授
は
三
月
二
十

の
結
果
、
復
菩
及
新
築
費
の
一
部
を
補
ふ
為
め
拾
砥
萬
餘
薗
を
追
加
豫
算
と
し

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
九
ー
六

。

M
•
四
四
•

四
・

三
〇
〕

以
上
の
燒
失
と
共
に
文
部
省
は
燒
失
せ
る
校
舎
及
闘
書
標

が
、
来
る
四
月
初
め
に
は
、
留
學
の
途
に
上
ら
る
べ
し
と
い
ふ
。

0
小
林
助
数
授
の
留
學
本
校
助
教
授
小
林
萬
吾
氏
は
、
去
る
二
月
三
日
、
西
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し
。

同 本
科

0
大
山

跡
部

直
治

島
根
縣
平
民

東
京
府
士
族

東
京
府
士
族

同

禰

隆
吉扶

文
吉

同

勇

同

0
青
山

同

三
重
縣
平
民

宮
城
縣
士
族

愛
知
縣
平
民

同

0
柴
田
健
次
郎

0

渡

邊

泰

輔

0
富
田

0
戸
部

石
川
縣
平
民

同

虎
雄

守
七

秋
田
縣
士
族

同

昭

同

同

同

同

愛
媛
縣
士
族

新
潟
縣
平
民

奈
一艮
縣
士
族

同

横
井

菊
池

小
寺

〇
諸
澤

東
〇
庄
子

人
見

證
一

五
郎

健
吉

愛
知
縣
平
民

茨
城
縣
士
族

岐
阜
縣
士
族

同

戸

田

正

夫

同

大

野

隆

徳

同

0
南

郡

茂

輻
島
縣
平
民

高
知
縣
平
民

岡
山
縣
平
民

新
潟
縣
平
民

東
京
府
士
族

千
葉
縣
平
民

同

鈴

木

秀

雄

本

科

土

橋

テ
郎

同

0
鈴
木
一
艮
治

日
本
聾
科
（
十
六
人
）

同

富
田
温
一
郎

新
潟
縣
士
族

卒
業
生
姓
名

(
0
印
は
圏
聾
赦
員
志
望
者
）

同

脇

組

太

郎

徳
島
縣
平
民

同

0

佐

野

貞

雄

許
し
た
り
。
そ
の
卒
業
生
八
十
人
の
姓
名
並
に
文
部
大
臣
の
訓
僻
は
左
の
如

福
島
縣
士
族

同

中

野

螢

香
川
縣
士
族

賓
の
随
意
観
覧
に
供
し
、
猶
廿
九
日
の
午
後
と
三
十
日
は
、
閥
係
者
の
観
覧
を

同

0
大
久
保
喜
一

埼
玉
縣
平
民

て
営
日
は
階
下
の
四
室
と
階
上
の
一
室
と
に
各
科
の
卒
業
製
作
を
陳
列
し
、
来

本
科

0
山
口

亮

同

柏

木

正

賢

神

奈

川

縣

平

民

一
同
着
席
す
る
や
、
正
木

〔
直
彦
〕
學
校
長
は
一
場
の
式
辟
報
告
を
な
し
、
次
に
本
科
生
五
十
三
人
、
撰

科
生
十
二
人
、
圏
盟
師
範
科
生
十
六
人
に
卒
業
證
書
を
授
典
せ
ら
れ
、
尋
で
卒

業
生
に
到
し
て
告
辟
を
陳
べ
ら
れ
、
次
に
小
松
原
〔
英
太
郎
〕
文
部
大
臣
の
訓

辟
、
卒
業
生
穂
代
日
本
聾
科
土
橋
三
郎
氏
の
答
辟
あ
り
て
式
を
終
れ
り
。
而
し

森
山
職
三
郎

西
洋
聾
科
（
二
十
四
人
）

佐
賀
縣
士
族

同 同

江

森

天

壽

場
は
闘
案
科
教
室
中
の
廣
間
を
以
て
之
に
充
て
、

撰
科

矢

澤

貞

則

九
日
午
前
十
時
よ
り
昨
年
新
策
の
エ
藝
部
校
舎
に
於
て
畢
行
せ
ら
れ
た
り
。
式

同

〇

足

立

季

彦

0
第
二
十
回
卒
業
式

本
校
第
二
十
回
卒
業
證
書
授
典
式
は
、
去
る
三
月
二
十

同

0
清

島

長

次

長
崎
縣
平
民

高
知
縣
士
族

長
野
縣
士
族

埼
玉
縣
平
民

東
京
府
士
族
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本
科

同 同 同 本
科

圏

案
同

顎
澤
角
之
助

科
（
八
人
）

0
高
橋
昇
太
郎

0
伊
井
蒲
之
助

0

千

熊

宇

平

0
小

川

正

雄

0
西
村
小
二
郎

同

大
蔵

建
畠
蒲
一
郎

開
野
金
太
郎

神
奈
川
縣
平
民

中

津

安

彦

浄
ロ

渦

岡

登

貞

治

撰
科

同

雄
夫

石
川
縣
平
民

同

山
田

勝

漆

工 撰
科

清

同

乙
也

同

和
田

鶴
崎

季
雄

同

橋

本

久

米

二

郎

太
田

本
科

科
（
九
人
）
〕

入
谷

昇

香
川
縣
士
族

躊

造
本
科

〔

彫

刻

撰
科

員
長

香
川
縣
士
族

同

曾

同

本
吉

撰
科

李 坂
井

四
郎

戒
爾岸

勝
造

延
年

清

図

同

北
海
道
平
民

同

香
川
縣
平
民

沖

國

同

同

本
科

香
川
縣
平
民

同

猪
飼

0
1
1
一宮

〇
濱
田

中
溝

大
阪
府
平
民

熊
本
縣
士
族

佐
賀
縣
士
族

東
京
府
華
族

茨
城
縣
士
族

東
京
府
士
族

兵
庫
縣
士
族

大
阪
府
平
民

和
歌
山
縣
平
民

栃
木
縣
平
民

京
都
府
平
民

富
山
縣
平
民

鳥
取
縣
平
民

長
野
縣
士
族

東
京
府
平
民

科
（
二
人
）

静
一

時
岡
鐵
次
郎

安
藤

秋
山

科

本

科

木

村

圏
聾
師
範
科
(
+
六
人
）

筑
瀬
由
太
郎

中

根

孝

治

今
井
伴
次
郎

義
茂任

野
口

渉

科
（
五
人
）

北

原

千

緑

海

野

消

黒
川

廣
吉

小
糸
源
太
郎

三
好

東
京
府
平
民

東
京
府
平
民

大
阪
府
平
民

新
潟
縣
平
民

東
京
府
平
民

奈
艮
縣
平
民

山
梨
縣
士
族

群
馬
縣
平
民

愛
媛
縣
平
民

茨
城
縣
士
族

愛
媛
縣
平
民

長
野
縣
平
民

輻
井
縣
士
族

熊
本
縣
士
族

金

工

同

同

香
川
縣
平
民

同

公
正

知
義

盛
基

北
海
道
平
民

同

0
幡
野
久
太
郎

0
藤

本

稔

0
中
井
蒲
五
郎

香
川
縣
士
族

同

同

〔
マ
マ
〕

愛

知

民
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文
部
大
臣
訓
辞

一
國
ノ
美
術
ハ
其
ノ
國
民
情
操
ノ
精
華
ニ
シ
テ
、
洋
ノ
東
西
ヲ
問
ハ
ス
、
各
々
其
ノ

淵
栢
ス
ル
所
甚
遠
ク
シ
テ
且
深
キ
モ
ノ
ア
リ
。
故
二
荀
モ
美
術
ヲ
以
テ
世
二
立
タ
ン

卜
欲
ス
ル
者
ハ

、
必
ス
ヤ
先
ッ
古
来
ノ
美
術
ノ
精
髄
ヲ
會
得
シ
テ
、
鉱
心
刻
苦
、
英

ヲ
含
‘
`
、
華
ヲ
咀
ヒ

、
回
融
渾
成
シ
テ
以
テ
自
家
立
脚
ノ
地
ヲ
定
ム
ル
ヲ
要
ス
。
若
シ

根
底
ノ
修
蓑
ヲ
閑
却
シ
テ
、
浮
華
轄
桃
猥
リ
ニ
新
ヲ
競
ヒ
奇
ヲ
出
ス
ニ
汲
々
タ
ラ

ハ
、

一
國
美
術
ノ
精
紳
ヲ
喪
ボ
ッ
、
新
二
得
ル
所
ナ
ク
シ
テ
止
マ
ン
ノ
ミ
。
本
校
数

蓑
ノ
趣
旨
ハ

、
宜
二
諸
子
ヲ
シ
テ
先
ッ
其
ノ
根
底
ノ
修
投
ヲ
深
ウ
ッ
、
以
テ
他
日
エ

夫
ノ
素
地
ヲ
成
就
七
シ
ム
ル
ニ
在
リ
。
顧
フ
ニ
諸
子
本
校
二
學
プ
コ
ト
僅
二
敷
年
、

或
ハ
前
賢
ノ
藩
籐
ヲ
望
テ
未
夕
其
ノ
堂
奥
二
上
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ン

、
其

ノ
根
底
ノ
修
投
未
夕
必
ス
シ
モ
深
厚
ナ
リ
ト
云
フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
卒
業
ノ
後
尚
研
鑽
ヲ

怠
ラ
ス
、
専
ラ
藝
術
ノ
練
磨
ヲ
放
ム
ニ
非
サ
レ
ハ
、
其
ノ
成
業
ノ
得
テ
期
ス
ヘ
カ
ラ

サ
ル
ハ

言
ヲ
侯
タ
ス

、
諸
子
其
レ
之
ヲ
努
メ
ヨ
。

又
惟
フ
ニ
美
術
ノ
國
家
風
数
ノ
上
二
追
ホ
ス
影
響
ノ
至
大
ナ
ル
ハ

、
羊皿ジ

言
ヲ
須
ヰ

サ
ル
所
ニ
ッ
テ
、
菌
家
力
諸
子
二
期
待
ス
ル
所
ハ

、
給
盟
卜
言
ハ
ス
彫
塑
卜
言
ハ

ス
、
高
尚
優
雅
ニ
ッ
テ
其
ノ
作
品
ハ
世
ノ
風
数
ヲ
碑
補
ス
ル
モ
ノ
タ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ

ス
。
然
モ
高
尚
優
雅
ニ
シ
テ
氣
品
ァ
ル
作
品
ハ

、
必
ス
作
者
ノ
高
街
ナ
ル
人
格
二
埃

タ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
故
二
諸
子
ハ
常
二
國
家
社
會
二
射
ス
ル
、
地
位
責
任
ノ
重
大
ナ
．

山

岸

貞

飯

田

文
秋
成

四
郎

山
形
縣
士
族

富
山
縣
平
民

山
本

紳
奈
川
縣
平
民

堀 佐
藤
七
之
助

吉
田

久

田

中

寛

熊
本
縣
平
民

埼
玉
縣
平
民

山
形
縣
士
族

長
野
縣
平
民

遠
山 ル

ヲ
思
ヒ
、
習
二
将
来
二
於
ケ
ル
技
能
ノ
大
成
ヲ
期
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

、
励
メ
テ
人

〔
マ
マ
〕

格
ヲ
修
投
シ
テ
風
尚
ヲ
高
ウ
シ
。
氣
節
ヲ
尚
フ
ノ
風
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
若
之
ヲ
惟

レ
念
ハ
ス
シ
テ
、
放
縦
自
恣
二
流
ル
ル
カ
如
キ
コ
ト
ア
ラ
ハ

、
瑕
令
手
腕
ノ
秀
抜
ナ

ル
モ
ノ
ア
ル
モ
、
畢
覚
一
箇
工
匠
ノ
類
ノ
ミ
、
本
校
ノ
卒
業
生
ト
シ
テ
、
美
術
家
ノ

本
分
ヲ
盟
ス
所
以
二
非
サ
ル
ナ
リ
。
諸
子
其
レ
之
ヲ
念
へ
。

若
夫
レ
数
育
ノ
任
二
営
ル
モ
ノ
ハ

、
其
ノ
職
務
二
忠
宜
ナ
ル
ハ
勿
論
、
梱
誠
以
テ
生

徒
ヲ
指
導
シ

、
管
二
技
藝
ノ
師
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

、
人
格
徳
操
二
於
テ
モ
、
亦
克
ク

生
徒
ノ
師
表
ト
ナ
リ
、
以
テ
薫
陶
ノ
宜
ヲ
船
ケ
ン
コ
ト
ヲ
期
七
ヨ
。

妥
二
本
校
卒
業
證
書
授
典
ノ
式
ヲ
船
ク
ル
ニ
方
リ
、
之
ヲ
諸
子
二
捻
ゲ
テ
以
テ
祝
辟

ニ
代
フ
。

0
新
入
學
生

本
校
豫
備
科
中
西
洋
聾
科
闊
案
科
の
志
笙
者
及
圏
書
師
範
科
入

學
試
験
は
、
去
る
三
月
三
十
一
日
よ
り
四
月
四
日
迄
の
三
日
間
施
行
せ
ら
れ
た

る
結
果
に
よ
り
、
其
他
の
科

の
入
學
志
笙
者
は
無
試
験
に
て
、
四
月
七
日
の
官

報
を
以
つ
て
入
學
を
許
可
せ
ら
れ
た
る
も
の
左
の
如
く
、
総
計
百

0
八

人

な

り。

備

科

日
本
霊
科
志
望
（
十
九
人
）

井

上

豊

治

郎

森

桑

田

利

三

郎

菅

村

佐

藤

直

己

遠

藤

城

戸

鴻

巣

大
塚

文
次誠

善
蔵

恭
吉

西
洋
霊
科
志
望
（
三
十
六
人
）

数

園

耳

野

卯

三

郎

田
中

庄
近

名
越

豊
陸
郎

賀
来
清
三
郎

小
西

慇

鷹
巣

豊
治

山
本

北
原

小
村

修

豫

内
田

雅
愛

清
乗

大
輔

秦渡
邊

繁
明

法
成

茂
麿

阿

部

務
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吉

田

嘉

吉

田

中

卓

爾

塚

田

浦

吉

大
沼
林
右
術
門

編

井

宜

中

村

義

夫

石

橋

武

助

早
川
桂
太
郎

小

川

潔

全

大

槻

憲

二

信

夫

曾

宮

喜

七

彫
刻
科
塑
造
部
志
望
（
八
人
）

誠

雨

田

外

次

郎

古

谷

忠

夫

義

郎

久

本

信

男

三

浦

秀

之

助

圏
案
科
志
望
(
+
人
）

淳

消

水

吉

臣

棚

田

多

作

原

三

郎

大

野

為

次

前

田

健

二

郎

佐

之

井

憲

治

三

和

精

一

金
工
科
志
望
（
五
人
）

吉
川

秀

一

郎

一

里

山

金

助

大

竹

節

塀
和
千
代
彦

錨
造
科
志
笙
（
四
人
）

義
男
波
多
野
編
一
一
一
郎
小
川
菊
三
郎

漆
工
科
志
笙
（
四
人
）

弘

長

谷

川

廣

川

村

利

兵

衛

閾
聾
師
範
科
（
二
十
二
人
）

生
駒

丸
山

尾
川
藤
十
郎

高

野

重

人

山
本
典
三
次
郎

町
川
惣
太
郎

小
倉

木
下

林

大
矢

永
瀬

安
部
三
太
郎

幸

福

光

次

寺
内
萬
次
郎

坂
本
竹
四
郎

大
崎
豊
次
郎

高
山
藤
五
郎

石
川

織
田

本
間

恩
地
孝
四
郎

兼
光

唯
親

威
三

久
雄 茂

角
野
判
治
郎

豊
治

同 同 同

脇富

田

佐

野

貞

雄

編
太
郎

温
一
郎

同

橋邊

大
久
保

喜

渡

泰

輔郎

吉
澤
廉
三
郎

草

光

信

成

鶴

見

守

雄

藤

森

静

雄

小
糸
源
太
郎

伊
東

鈴
木

志
賀

正
人

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
九
ー
七
。
M
•

四
四
・

五
・

三
〇
〕

0
高
村
赦
授
の
出
張
赦
授
高
村
光
雲
氏
は
、
内
務
省
古
社
寺
保
存
會
の
用
務

に
て
、
四
月
二
十
三
日
よ
り
三
週
間
、
京
都
府
及
滋
賀
縣
へ
出
張
せ
ら
れ
た

り。0
新
入
學
生
前
琥
所
報
の
入
學
者
の
外
、
土
岡
泉
氏
は
四
月
十

一
日
豫
備
科

（
日
本
盟
科
志
望
）
へ

、
清
水
彦
太
郎
氏
は
同
十
四
日
同
科
（
彫
刻
科
塑
造
部
志

笙
）
へ
入
學
を
許
可
せ
ら
る
。

〇
卒
業
西
洋
甕
撰
科
卒
業
期
田
中
塊
一
氏
は
病
氣
の
た
め
試
瞼
延
期
中
な
り

し
が
、
四
月
十
五
日
卒
業
せ
ら
れ
た
り
。

〇
研
究
科
入
學
本
年
三
月
末
卒
業
せ
ら
れ
た
る
諸
氏
の
中
、
研
究
科
へ
入
學

せ
ら
れ
た
る
は
左
の
如
し
。

日
本
壷
本
科
卒
業

土

西
洋
甕
本
科
卒
業

保
徳 哲

消
水

木
村

鈴
木

河
井

宮
地

＿
艮
雄

圭
三

俊
平

浦
一

柿

崎

浦

助

宮
崎

接

待

庸

夫

今

富

稔

中
島
搬
次
郎

太
田
政
太
郎

大
脇
朝
一

小

林

辰

知

高

橋

房

雄

中

堀

本

間

忠

木
南
―
―
一
千

小
林

横
山

貞
通

西
銘

生
架

愛
作

平

岡

信

敏

久
保

長
太

確

宮
森
正
三
郎

那

須

義

美
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0
小
林
留
學
生
の
出
焚
文
部
省
留
學
生
な
る
本
校
助
教
授
小
林
萬
吾
氏
は
、

去
る
四
月
廿
六
日
佛
國
へ
向
ひ
て
出
痰
せ
ら
れ
た
り
。

0
久
米
〔
桂
一
郎
〕
休
職
教
授
の
復
職
同
氏
は
五
月
廿
四
日
付
を
以
て
復
職

を
命
ぜ
ら
る
。

0
香
取
〔
秀
真
〕
騒
託
の
出
張
同
氏
は
學
術
研
究
の
た
め
大
阪
府
奈
一艮
縣
ヘ

出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
五
月
廿
九
日
、
一
週
間
の
見
込
に
て
出
痰
せ
ら
る
。

0
大
澤
〔
三
之
助
〕
数
授
の
陸
等
同
氏
は
六
月
二
日
付
に
て
高
等
官
四
等
に

陸
叙
せ
ら
れ
た
り
。

〇
研
究
科
入
學

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
九
ー
八

。

M
•

四
四
・
六
・

ニ
六
〕

同

左
の
諸
氏
は
五
月
十
日
研
究
科
へ
入
學
せ
ら
れ
た
り
。

日
本
聾
撰
科
卒
業

西
洋
畳
撰
科
卒
業

彫
刻
本
科
卒
業

曾和鶴

崎

以
上
四
月
十
二
日
入
學
許
可

乙

也

元
本
校
教
授
に
し
て
目
下
嘘
託
員
な
る
大
築
千
里

田

季

雄

延

0
本
校
職
員
の

日
英
博
行
賞
本
校
職
員
の
中
、
昨
年
開
設
の
日
英
博
覧
會
に

盪
力
し
た
る
廉
に
依
り
、
六
月
二
十
日
付
を
以
て
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
は

勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
授
け
ら
れ
、
数
授
久
米
桂
一
郎
氏
は
勲
六
等
瑞
賓
章
を

授
け
ら
れ
、
教
授
大
澤
三
之
助
氏
は
農
商
務
省
よ
り
銀
杯
壷
個
を
、
啜
託
闊
保

之
助
氏
も
同
し
く
銀
杯
壼
個
を
附
ら
れ
た
り
。

0
数
員
検
定
委
員
の
任
命
本
校
教
授
久
米
桂
一
郎
、
嘱
託
小
島
憲
之
、
同
上

原
六
四
郎
、
同
乙
竹
岩
造
、
同
岡
田
起
作
の
諸
氏
は
、
執
れ
も
六
月
二
十
―
―
―
日

付
を
以
て
、
文
部
省
の
数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
を
仰
付
け
ら
れ
た
り
。

0
教
授
の
出

張

本

年

暑
中
休
暇
中
夏
季
講
習
會
講
師
と
し
て
各
地
方
へ
出
張

せ
ら
る
べ
き
は
、
猶
此
他
に
も
あ
る
べ
け
れ
ど
、
今
確
定
せ
る
慮
は
、
白
濱

〔
徴
〕
数
授
は
闊
聾
教
授
法
講
習
會
講
師
と
し
て
、
帝
國
教
育
會
の
外
、
京
都

市
数
育
會
、
神
戸
市
赦
育
會
、
廣
島
縣
教
育
會
、
佐
賀
縣
教
育
會
、
岡
山
縣
数

育
會
、
廣
島
縣
教
育
會
等
主
催
の
講
習
會
へ
出
張
せ
ら
る
べ
く
、
島
田
〔
佳

癸
〕
教
授
は
、
七
月
は
秋
田
縣
下
の
圏
案
講
習
會
に
、
八
月
は
山
形
縣
下
の
圏

案
講
習
會
に
出
張
せ
ら
る
べ
し
。

0
大
築
氏
へ

博
士
琥
授
興

橋
本

蓋

以
上
四
月
七
日
入
學
許
可

矢

澤

貞

年則

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
九
ー
九
。

M
•

四
四
・

七
・

ニ
四
〕

同

撰
科
卒
業

澤

同

久
米
二
郎

角
之
助

正
雄

彫
刻
本
科
卒
業

入

谷

昇

同

横

同

大

井野木

膿隆

徳

西
洋
聾
本
科
卒
業
生

彫
刻
撰
科
卒
業
生

圏
案
本
科
卒
業
生

鈴
木

井
上

小
川

秀
雄

直
伍

同

鈴

＿艮

治

同 日
本
聾
本
科
卒
業
生

増
田
久
太
郎

中

島

彦
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氏
は
、
六
月
二
十
六
日
｀
工
學
博
士
の
學
位
を
授
け
ら
れ
た
り
。

0
小
林
留
學
生
の
着
佛
本
省
留
學
生
本
校
助
教
授
小
林
萬
吾
氏
は
、
六
月
十

六
日
無
事
に
巴
里
へ
着
せ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
0
|
-
。

M
•
四
四
・

九
・

ニ
九
〕

0
林
〔
美
雲
〕
黒
岩
〔
倉
吉
〕
雨
助
教
授
の
出

張

嘗

夏
季
休
業
中
に
於
て
本

校
彫
刻
科
標
本
製
作
の
た
め
、
林
助
教
授
は
滋
賀
縣
下
三
井
寺
及
京
都
府
下
紳

護
寺
へ
出
張
せ
ら
れ
、
黒
岩
助
赦
授
は
奈
艮
市
輿
揺
寺
法
華
寺
へ
出
張
せ
ら
れ

た
り
。

0
大
築
千
里
氏
の
解
闊
大
築
博
士
は
従
来
工
藝
化
學
を
擦
任
し
居
ら
れ
し

が
、
願
に
よ
り
て
去
七
月
三
十

一
日
を
以
て
、
嘘
託
を
解
か
れ
た
り
。

〇
修
學
旅
行
に
付
職
員
の
出
張
例
年
の
如
く
九
月
中
旬
よ
り
三

週

間

を

以

て
、
各
科
卒
業
期
生
徒
は
、
京
都
府
、
滋
賀
縣
、
奈
＿
艮
縣
、
和
歌
山
縣
へ
修
學

旅
行
を
な
す
べ
き
に
付
、
そ
の
指
導
監
督
の
た
め
、
数
授
竹
内
久
一

、
助
教
授

松
岡
輝
夫
、
書
記
増
井
兼
吉
、
雇
荒
木
榮
治
の
四
氏
は
、
八
月
十
五
日
付
に

て
、
該
府
縣
下
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
九
月
十
二
日
出
痰
せ
ら
れ
た
り
。

〇
職
員
中
の
美
術
審
査
委
員
會
委
員
本
年
秋
季
に
於
け
る
、
文
部
省
美
術
展

覧
會
審
査
委
員
と
し
て
、
本
校
職
員
中
よ
り
任
命
せ
ら
れ
た
る
は
、
正
木
〔
直

彦
〕
校
長
を
始
め
、
黒
田
〔
清
輝
〕
、
岩
村
〔
透
〕
、
川
端
〔
玉
章
〕
、高
村
〔
光

雲〕
、
石
川

〔
光
明
〕
、
竹
内
〔
久
一
〕
、
久
米
〔
桂
一
郎
〕
、
岡
田
（
三
郎
助
）

和
田
〔
英
作
〕
、
寺
崎
〔
広
業
〕
、
白
井
〔
保
次
郎
〕
、
小
堀
〔
鞘
音
〕
の
諸
氏

に
し
て
、
執
れ
も
去
八
月
十
七
日
、
該
委
員
仰
付
け
ら
れ
た
り
。

〇
助
手
の
任
命
本
校
西
洋
霊
科
卒
業
生
田
邊
至
氏
は
、
九
月
二
日
本
校
雇
を

命
ぜ
ら
れ
、
西
洋
盟
科
助
手
を
申
付
け
ら
れ
た
り
。

0
特
待
生
の
選
定
本
年
九
月
よ
り
一
學
年
間
特
待
生
に
選
定
せ
ら
れ
（
七
月

十
五
日
狽
表
）
授
業
料
を
免
ぜ
ら
れ
た
る
諸
氏
は
左
の
如
し
。

富
田
賢
太
郎
（
日

一

）

守

久

（

日

一

）

篠

田

十

一

郎

（

日

三）

内

田

他

治

郎

（

日

三

）

浅

井

政

蔵

（

西

二

）

榮
之
（
西
―
―
-
）

田
邊
孝
次
（
彫
一
―
-)

義

二

（

彫

三

）

藤

村

彦

四

郎

（

闘

二

）五
十
嵐
三
次
（
漆
二
）

手
島
逹
雄
（
金
一
）

香
川
源
四
郎
（
漆
四
）

備
考
（
日
一
）
は
日
本
盟
科
一
年
な
り
、
餘
は
之
に
倣
ふ
。

〇
職
員
諸
氏
の
近
況
暑
中
休
暇
中
に
於
け
る
職
員
諸
氏
の
動
静
を
聞
く
に
、

正
木
〔
直
彦
〕
校
長
は
千
葉
縣
下
の
保
田
に
避
暑
せ
ら
れ
、
岩
村
〔
透
〕
数
授

は
岡
田
助
教
授
（
秀
氏
）
と
同
道
に
て
、
信
州
八
ケ
嶽
麓
の
上
高
地
温
泉
へ
赴

き
、
勇
を
振
ふ
て
日
本
ア
ル
プ
ス
と
稲
す
る
燒
嶽
の
横
断
を
試
み
ら
れ
、
沼
田

〔
勇
次
郎
〕
教
授
は
相
州
三
崎
方
面
へ

、
鹿
毛
〔
屋
蔵
〕
助
手
は
房
州
保
田
へ

福
井
〔
江
亭
〕
教
授
は
、
大
分
縣
の
毛
筆
蓋
講
習
會
よ
り
九
州
地
方
を
漫
遊
せ

ら
れ
、
小
場
〔
恒
吉
〕
助
手
は
大
和
國
榮
山
寺
よ
り
同
國
の
古
社
寺
を
巡
濃
し

て
研
究
を
遂
げ
ら
れ
、
乙
竹
〔
岩
造
〕
講
師
は
郷
里
の
三
重
縣
下
へ

、
関
〔
保

之
助
〕
講
師
も
ま
た
三
重
縣
及
京
都
府
下
へ

、
本
多
〔
利
実
〕
師
範
は
一
輻
島
縣

の
若
松
市
へ

、
千
頭
〔
庸
哉
〕
助
教
授
は
揮
奄
の
た
め
揺
島
縣
下
飯

坂

温

泉

へ
、
寺
崎
〔
広
業
〕
教
授
は
信
州
上
林
温
泉
へ

、
高
村
〔
光
雲
〕
教
授
は
小
形

上
宮
太
子
原
型
の
彫
刻
に
従
事
せ
ら
れ
、
竹
内
〔
久
一
〕
数
授
は
富
嶽
登
山
を

試
み
ら
れ
氣
綾
裳
る
べ
か
ら
ず
、
白
山
〔
松
哉
〕
教
授
は
武
州
宵
梅
在
の
鶴
の

湯
へ

、
白
濱
〔
徴
〕
島
田
〔
佳
突
〕
の
雨
教
授
は
前
琥
に
記
せ
る
通
り
各
地
の

堀 酒
井

狩
野

中
村
蒲
藤
治
（
西
一
）

林

健

市

（

彫

二

）

浅

野

廉

（

圏

一

）

石
崎

誠
二
（
漆
二
）
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同

講
習
會
へ

、
鶴
田
〔
幾
太
郎
〕
助
数
授
及
八
巻
〔
於
菟
三
〕
助
手
は
郷
里
の
山

梨
縣
下
へ

、
波
根
〔
義
三
〕
助
教
授
は
房
州
の
北
條
へ
、
大
暑
以
上
の
如
く
な

り
と
の
こ
と
な
れ
ど
、
尚
此
外
に
も
聞
洩
せ
る
人
々
も
あ
る
べ
し
。

0
大
村
〔
西
崖
〕
教
授
の
復
職

復
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

0
大
澤
〔
三
之
助
〕
教
授
の
叙
位

ら
る
。

〇
撰
科
生
入
學
帯
に
募
集
中
の
本
校
各
科
撰
科
生
は
、
無
試
験
の
も
の
を
除

く
の
外
、
九
月
十
三
日
よ
り
試
験
を
畢
行
せ
ら
れ
し
結
果
、
左
の
如
く
同
月
二

十
二
日
入
學
を
許
可
せ
ら
れ
た
り
。

西
洋
甕
撰
科

河
井

雷金

隆
一

観
鏑

敏
湘

山
口
縣
士
族

朝
鮮
平
安
南
道

清
國
廣
東
省

彫
刻
撰
科
（
塑
造
部
）

沖
縄
縣
士
族
渡
嘉
敷
箕
山
戸

東
京
府
平
民
高
木
菊
太
郎

大

分

縣

平

民

小

野

清

生

岩

手

縣

平

民

菅

原

勝

次

石
川
縣

平

民

黒

田

豊

治

科
（
木
彫
部
）

同
赦
授
は
、
九
月
二
十
日
正
六
位
に
叙
せ

兼
て
休
職
中
な
り
し
同
教
授
は
九
月
八
日
、

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
0
|
l
-
。

M
•
四
四
•

1
0
・

ニ
六
〕

長
塚

松
永

同
氏
は
十
月
二
十
日
、
正
六
位
に
叙
せ
ら
れ

鹿

兒

島

縣

士

族

前

田

質

東

京

府

士

族

宮

川

郁

雄

東
京
府
平
民
齋
藤
龍
太
郎

以
上
の
中
、
西
洋
聾
撰
科
は
募
集
せ
ざ
り
し
も
、
前
記
の
三
人
は
特
別
入
學
を

許
さ
れ
た
る
な
り
。

0
本
校
内
の
文
郡
省
講
習
會
文
部
省
に
於
て
は
十
月
三
十
日
よ
り
二
週
間
、

本
校
内
に
於
て
圏
霊
教
授
法
講
習
會
を
開
か
る
べ
し
。
該
講
師
は
数
授
白
濱
徴

（
圏
甕
教
授
法
）
文
學
士
菅
原
赦
造
（
色
彩
學
大
要
）
紀
淑
雄
（
審
美
學
大

要
）
の
三
氏
に
し
て
講
習
員
は
各
府
縣
の
師
範
學
校
中
學
校
高
等
女
學
校
数
員

な
り
と
い
ふ
。

東
京
美
術
學
校
近
事

〔
一
0
ー
三

。

M
•
四
四
・

十
一
・

三
〇
〕

0
古
宇
田
〔
実
〕
教
授
の
出
張
同
赦
授
は
學
術
研
究
の
た
め
、
去
る
九
月
末

よ
り
十
月
に
か
け
、
茨
城
縣
下
へ
出
張
せ
ら
れ
た
り
。

〇
乙
竹
〔
岩
造
〕
暖
託
の
叙
位

た
り
。

0
美
學
講
師
の
啜
託
替

同

兼
て
美
學
を
援
任
し
居
ら
れ
た
る
瀧
〔
精
一
〕
講
師

茨
城
縣
平
民

東
京
府
士
族

宮
城
縣
平
民

科
（
牙
彫
部
）

茨
城
縣
士
族

金
工
撰
科

山
下

遊
佐

正
次

廣
造

義
治

孫一
――
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第 3回図画教授法講習会記念 明治44年11月 6日

前列中央正木直彦，その右講師白浜徴，左同紀淑雄，左 2人目菅原教造

講
習
合
出
席
者
姓
名

東
京
府
第
一
高
等
女
學
校

東
京
府
女
子
師
範
學
校

東
京
府
第
四
中
學
校

馬

場

三

郎

。
谷

錬
太
郎

。
荻
生
守
俊

は
、
願
に
よ
り
て
十
月
二
十
三
日
凝
託
を
解
か
れ
、
文
學
士
澤
村
専
太
郎
氏
に

同
日
美
學
諧
師
を
嘘
託
せ
ら
れ
た
り
。

〇
講
習
會
の
講
師
と
雷
記
文
部
省
に
て
は
明
治
四
十
四
年
度
第
三
回
師
範
學

校
中
學
校
高
等
女
學
校
数
員
講
習
會
を
本
校
内
に
開
か
る
4

に
付
、
白
濱
〔
徴
〕

教
授
は
十
月
五
日
同
會
講
師
を
、
増
井
〔
兼
吉
〕
書
記
は
十
月
二
十
三
日
同
會

書
記
を
、
執
れ
も
文
部
省
よ
り
獨
託
せ
ら
れ
た
り
。

〇
助
手
の
任
命
西
洋
憲
科
卒
業
生
金
山
平
三
氏
は
、
十
一
月
七
日
付
を
以

て
、
西
洋
罰
科
助
手
を
命
ぜ
ら
る
。

0
本
校
の
修
學
旅
行
本
年
の
修
學
旅
行
は
十
月
―
―-+
―
日
よ
り
十
一
月
二
日

迄
＝
―
-
日
間
を
以
て
施
行
せ
ら
れ
、
先
づ
三
十
一
日
に
は
上
野
よ
り
出
稜
し
、
成

田
の
不
動
を
経
て
香
取
神
宮
に
詣
で
、
同
夜
は
佐
原
町
に
宿
し
、
翌
日
は
船
に

て
鹿
島
紳
祉
を
拝
し
、
洋
々
た
る
利
根
川
を
下
り
て
薦
荻
の
間
に
風
光
を
賞

し
、
銚
子
に
上
陸
し
て
犬
吠
岬
に
一
泊
し
、
森
滸
た
る
海
波
の
天
に
接
す
る

慮
、
白
帆
の
来
去
、
怒
滸
の
彰
群
を
な
が
め
、
翌
日
附
近
の
各
所
を
巡
梵
し
て

蹄
京
し
た
り
。

0
本
校
内
の
文
部
省
講
習
會
兼
て
記
し
た
る
如
く
、
文
部
省
に
て
開
催
せ
る

圏
粛
数
授
法
講
習
會
は
、
十
月
―
―
―
十
日
よ
り
十
一
月
十
一
日
迄
本
校
内
に
て
開

か
れ
た
り
。
集
ま
り
し
人
々
は
全
國
各
學
校
に
於
け
る
左
記
の
諸
氏
に
し
て
、

十
一
日
の
午
前
十
一
時
よ
り
文
部
次
官
並
に
参
事
官
臨
場
せ
ら
れ
、
講
習
證
書

授
典
式
を
畢
行
し
、
各
自
蹄
任
の
途
に
就
か
れ
た
り
。
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埼
玉
縣
女
子
師
範
學
校

千
葉
縣
東
金
高
等
女
學
校

新
潟
縣
長
岡
女
子
師
範
學
校

新
褐
縣
三
條
中
學
校

群
馬
縣
太
田
中
學
校

長
野
縣
師
範
學
校

揺
島
縣
私
立
石
川
中
學
校

輻
島
縣
師
範
學
校

北
海
道
小
樽
高
等
女
學
校

北
海
道
函
館
高
等
女
學
校

宮
城
縣
師
範
學
校

岩
手
縣

一
脳
中
學
校

青
森
縣
師
範
學
校

青
森
縣
女
子
師
範
學
校

青
森
縣
八
戸
高
等
女
學
校

山
形
縣
師
範
學
校

三
重
縣
高
等
女
學
校

愛
知
縣
工
業
學
校

愛
知
縣
知
多
郡
立
高
等
女
學
校

静
岡
縣
掛
川
中
學
校

滋
賀
縣
女
子
師
範
學
校

滋
賀
縣
彦
根
高
等
女
學
校

滋
賀
縣
師
範
學
校

東
京
府
私
立
上
野
高
等
女
學
校

東
京
府
私
立
日
本
橋
高
等
女
學
校

佐
藤

北
村
森
之
助

浅

沼

鼎

村
上
庄
治
郎

。
丹
刃
五
十
吉

北
垣
已
之
助

磯

島

喜

六

。
今
井
重
信

左
内

高

瀬

半

哉

藤
村
伊
勢
吉

。
水
上
泰
生

。
加
藤
紀
高

。
宮
崎
秀
勇

森

―

―一美

巖

本

定

次

森

崎

消

伊
藤
萬
編
三
郎

三
輪

正

森

勝

治

郎

堀
田
鹿
之
助

。
山

崎

勇

馬

中

津

守

夫

萩

谷

伴

雅

折
井
太
一
郎

小

圃

立

。
安
岡
信
義

北

條

盛

英

鳥
取
縣
師
範
學
校

島
根
縣
松
江
中
學
校

島
根
縣
杵
築
中
學
校

岡
山
縣
私
立
金
川
中
學
校

廣
島
縣
師
範
學
校

巖
島
縣
忠
海
中
學
校

香
川
縣
丸
組
高
等
女
學
校

香
川
縣
師
範
學
校

香
川
縣
高
松
高
等
女
學
校

愛
媛
縣
西
條
中
學
校

愛
媛
縣
大
洲
中
學
校

揺
岡
縣
女
子
師
範
學
校

福
岡
縣
福
岡
高
等
女
學
校

福
岡
縣
直
方
高
等
女
學
校

佐
賀
縣
佐
賀
中
學
校

竹
下

郎

上
野

セ
ッ

。
三
隅
禎
三
郎

。
服
部

保

野

島

覺

。
芳
川

。
有
安

助

高
知
縣
師
範
學
校

高
知
縣
第
四
中
學
校

大
和
田
篤
治

廷
輔

閥
口
固
一
郎

兵
胆
縣
豊
岡
中
學
校

兵
庫
縣
明
石
女
子
師
範
學
校

作
井
禰
三
平

。
野
口

峯
吉

。
秋

保

親

美

。

岡

村

道

。
藤
巻
直
治

廉

。

太

田

久

男

。
鈴
川

。
山
田

信

中

西

理

英

。
竹
内
次
郎

鈴
木

黒
澤
た
ま
子

鈴
木

け
ん

。
野
村

厚
生

清
華

東
京
府
私
立
成
女
高
等
女
學
校

て
ふ

岐
阜
縣
大
垣
中
學
校

岐
阜
縣
岐
阜
高
等
女
學
校

輻
井
縣
師
範
學
校

京
都
府
女
子
師
範
學
校

京
都
府
立
第
二
中
學
校

大
阪
府
夕
陽
丘
高
等
女
學
校

兵
庫
縣
御
影
師
範
學
校

樋
口

伊
藤

英
夫
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東
京
美
術
學
校
近
事
〔
―
〇
|
四

。

M
•
四
五
・
一
・
一
〕

〇
圏
聾
師
範
科
生
徒
募
集
今
回
本
校
に
て
は
、
例
に
よ
り
て
同
科
生
徒
を
募

集
す
べ
き
旨
焚
表
せ
ら
れ
た
り
。
募
集
人
員
は
約
二
十
人
、
薦
畢
期
限
は
四
十

五
年
三
月
一
日
よ
り
同
月
十
四
日
迄
に
、
本
校
に
到
著
す
る
様
地
方
麗
よ
り
薦

學
書
を
回
送
す
べ
き
規
定
に
し
て
、
同
科
生
徒
は
學
資
と
し
て
一
ヶ
月
金
六
圃

を
補
給
せ
ら
る
べ
し
。
而
し
て
そ
の
撰
抜
試
瞼
は
四
月
一
日
よ
り
本
校
内
に
て

施
行
す
べ
き
に
付
、
薦
畢
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
、
三
月
三
十
日
（
土
曜
）
午
前

中
本
校
に
出
頭
し
て
、
試
験
要
項
を
承
知
す
べ
き
定
め
な
り
。
尚
詳
細
は
十
二

月
十
六
日
官
報
廣
告
に
あ
り
。

富

山

縣

工

藝

學

校

。

中

島

次

郎

〔
。

印
は
本
校
卒
業
生
ー
~
編
者
記
す

。

〕 波

根

義
松
吉

條
夫

熊
本
市
熊
本
女
子
高
等
小
學
校

宮
崎
縣
宮
崎
郡
立
職
業
學
校

佐
賀
縣
佐
賀
高
等
女
學
校

熊
本
縣
師
範
學
校

熊
本
縣
＿商
業
學
校

鹿
兒
島
縣
女
子
師
範
學
校

鹿
兒
島
縣
師
範
學
校

秋
田
縣
本
荘
中
學
校

秋
田
縣
横
手
中
學
校

東
京
美
術
學
校

。
藤
原
美
治
郎

長
谷
川
徳
巖

宮
崎
蒲
太
郎

本
田
利
宜

戸
波
武
五
郎

。
梶
川

半
澤

吉
田
哲
五
郎

。
井
芹

関

連

事

項

東
京
美
術
学
校
火
災

明
治
四
十
四
年
一
月
二
十
五
日
の
本
校
火
災
の
状
況
に
つ
い
て
は
「
東
京
美

術
学
校
近
事
」
(
4
7
9
頁
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
貴
重
な
美
術
品
や
書
籍
は

文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
て
延
焼
を
免
れ
た
た
め
、
損
害
額
は
意
外
に
低
い
値
と

な
っ
た
が
、
本
館
と
と
も
に
焼
失
し
た
本
校
創
立
当
初
以
来
の
記
録
文
書
類
は

金
銭
に
換
算
し
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
今
日
か
ら
み
る
と
実
に
大
き
な
損
失
で

あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
館
は
、
明
治
四
十
年
度
に
始
ま
っ
た
本
校

改
築
工
事
に
お
い
て
は
こ
れ
に
改
修
を
加
え
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
焼
失
し
た

た
め
新
築
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
正
二
年
に
完
成
し
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
九
巻
第
四
号
を
見
る
と
、
上
記
の
「
東

京
美
術
学
校
近
事
」
の
欄
の
外
に
文
芸
欄
で
も
火
災
に
関
す
る
も
の
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
沐
川
生
の
「
焼
跡
」
は
新
聞
に
幸
徳
秋
水
ら
の
死
刑
執
行
の
記
事

と
本
校
火
災
の
記
事
が
並
ん
で
載
っ
た
こ
と
や
、
焼
跡
に
集
ま
っ
て
来
た
教

員
、
生
徒
ら
の
茫
然
と
し
た
様
子
を
伝
え
て
お
り
、
広
川
寂
泉
（
松
五
郎
）
の

「
灰
儘
」
、
夏
川
の
「
あ
と
の
三
日
目
」
、
屋
代
堤
江
（
欽
三
）
の
「
残
姻
」
に
は

焼
跡
に
寄
せ
る
思
い
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
写
真
部
が
撮
影
し
た
焼
跡

の
写
真
や
川
路
柳
虹
（
誠
）
筆
の
焼
跡
ス
ケ
ッ
チ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

火
災
後
二
月
十
三
日
ま
で
の
間
に
本
校
な
い
し
正
木
校
長
の
も
と
へ
届
い
た

見
舞
状
は
八
百
通
近
く
、
そ
の
差
出
人
住
所
姓
名
録
が
残
っ
て
い
る
。
酒
類
、

蜜
柑
、
バ
ン
、
弁
当
、
菓
子
な
ど
の
見
舞
品
を
届
け
た
者
も
多
い
。
高
橋
作
衛

は
「
k
n
o
l
博
士
作
石
膏
像
」
を
寄
附
し
た
。
絵
の
具
商
杉
山
仙
助
は
日
本
画

科
生
徒
の
た
め
に
絵
の
具
一

0
五
個
を
寄
附
し
た
。
中
村
治
兵
衛
も
絵
の
具
五

十
六
個
を
寄
附
し
た
が
、
こ
れ
は
図
画
師
範
科
と
西
洋
画
科
の
生
徒
に
分
配

①
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